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 主復水器伝熱管からの海水漏えいを防止するため、伝熱管の肉厚測定を行い、減肉が大きい

伝熱管を取り替えます。 

概 要 

概 要 図 

 
主復水器  

Ａ水室 Ｂ水室 
伝熱管総本数 11886 本 11886 本 

伝熱管材質 黄銅 

施栓基準 減肉率 86％以上 

取替対象 渦流探傷検査(肉厚測定)

の結果、減肉率が 66％

以上のもの 

(施栓済みのものを除く) 
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復水ポンプ 

タービンで仕事を

終えた蒸気 

海水入口 海水出口
復水ポンプへ 

伝熱管
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 海水を伝熱管に通

し、その伝熱管表面

で熱交換させて蒸気

を水に戻す。 
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復水ポンプへ 
約 11ｍ 

蒸気入口 
（低圧タービンより） 

伝熱管

縦断面

Ａ水室 Ｂ水室 

タービン建屋（管理区域） 屋外
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伝熱管取替用 
仮設建屋設置 
（管理区域） 
工事終了後撤去 

タービン建屋 
壁開放 

工事終了後復旧
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